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氷川町キャッチフレーズ【大地の恵み歴史の香り氷川町】

ひかりん

特集 災害に「備える」
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No.140 6月号
ひかりん

ひとのうごき
／氷川町の火災・救急件数
災害に「備える」
すくーるらいふ（先生紹介）
まちのわだい
第２次総合振興計画策定に向けたまちづ
くり講演会・まちづくりワークショップ
／氷川町人材育成研修助成制度
公共下水道へ早期接続のお願い
風しん抗体検査・予防接種助成のお知らせ
／臨時福祉給付金の支給について
農業元気づくり支援事業の募集
けんこうだより
こころの健康コーナー
／認知症キャラバンメイトだより
立神峡だより
町民文芸
文化財つれづれ／八火図書館だより
くらしの情報
伝言板／まちへのホットライン
６月カレンダー
ひかわっ子写真館／編集後記

　今月の表紙はヘラブナです。琵琶湖固有種のゲンゴロウブナを品種改良
した魚ですが、全国に放流されたため、現在では日本各地に生息していま
す。釣りの対象として人気が高く、専用の道具やエサも販売されていま
す。氷川町の不知火干拓貯水池（若洲）は県内でも有名な釣り場となって
おり、４月16日に行われた大会では多くの釣り人でにぎわいました。

ひとのうごき

町民環境課 戸籍住民係　☎52-5851（直通）

■ すこやかに
4/ 1　山本晃太郎　 《雄大・順子　（桜ヶ丘）》

4/ 3　坂口千佳子　 《嘉章・佳恵子（若　洲）》

4/17　小佐井木理人 《慎也・めぐみ（立　神）》

4/21　林田　朋來　 《幸太朗・千晶（中大野）》

やまもとこう  た  ろう

さかぐち  ち    か   こ

  こ    さ   い    き    り   と

はやし だ　　  とも  き

■ おしあわせに

■ やすらかに
4/ 6　作原　　充 （上鹿島）
4/ 6　久保アキノ （東網道）
4/ 8　桑原ハルエ （高　塚）
4/ 8　鉄島　　勲 （　栫　）
4/ 8　松浦　　嘉 （下鹿島）
4/13　今田　　篤 （下　宮）
4/14　上村　サチ （　栫　）
4/26　梅田シズエ （南鹿野）

4/17　奥田　一博（町）・原　智子（八代市）

■ 氷川町の火災・救急件数（Ｈ29年1月からの累計）

■ 熊本県内の交通事故件数・死傷者数
（Ｈ29年1月からの累計）

5月31日現在 火　災 救　急
氷川町

5月31日現在 件　数 死　者 傷　者
熊本県内
氷川町

147 4

2255
12

32
2

2900
13

■ 人口（前月比）（平成29年5月1日現在）
男　性　5,701人　（▲ 9）

女　性　6,534人　（▲ 6）

総　数 12,235人　（▲15）

世帯数 4,533世帯（ 10）

※「ひとのうごき」への掲載を希望される人は、町
民環境課または、宮原振興局総務振興課へ「掲
載依頼書」を提出してください。  

も く じ
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今月の表紙
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災
害
に
「
備
え
る
」

　
梅
雨
に
入
る
と
、
豪
雨
や
台
風
な
ど
が
多
く
発
生
す
る
時
期

が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
大
雨
や
暴
風
な
ど
に
よ
り
、
重
大
な
災
害
が
起
こ
る
恐
れ
が

あ
る
と
き
、
気
象
庁
で
は
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。

　
い
つ
訪
れ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
対
し
て
は
、
日
ご
ろ
か

ら
備
え
る
こ
と
が
最
大
の
対
策
で
す
。
災
害
に
対
す
る
備
え
に

つ
い
て
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

住
ん
で
い
る
場
所
の
危
険
地

区
・
避
難
場
所
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

　
氷
川
町
で
は
、「
氷
川
町
地
域

防
災
計
画
」
を
定
め
て
い
ま
す
。

　
氷
川
町
地
域
防
災
計
画
で
は
、

各
地
区
で
予
想
さ
れ
る
災
害
、

指
定
緊
急
避
難
場
所
（※

１
）

や
指
定
避
難
所
（※

２
）
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※

１
「
指
定
緊
急
避
難
所
」

　
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
に
、

そ
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
の

避
難
所

※

２
「
指
定
避
難
所
」

　
住
民
を
、
災
害
の
危
険
性
が

な
く
な
る
ま
で
に
必
要
な
間
滞

在
さ
せ
る
、
ま
た
は
災
害
に
よ

り
家
に
戻
れ
な
く
な
っ
た
人
を

一
時
的
に
滞
在
さ
せ
る
た
め
の

施
設

避
難
に
関
す
る
町
か
ら
の
情
報

に
つ
い
て
知
り
ま
し
ょ
う

　
町
は
、
避
難
に
関
す
る
情
報

の
発
信
を
防
災
無
線
や
広
報
車

に
よ
り
行
い
ま
す
。

　
町
か
ら
発
令
す
る
避
難
情
報

に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

①
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始

　
避
難
勧
告
や
避
難
指
示(

緊
急
を
発
令
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

○
避
難
に
時
間
を
必
要
と
す
る
人
（
ご
高
齢
の
人
や
障
が
い
の
あ
る

人
、乳
幼
児
な
ど
）
と
そ
の
支
援
者
は
避
難
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
ほ
か
の
人
は
準
備
を
整
え
ま
し
ょ
う

②
避
難
勧
告

　
災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ
れ
人
的
被
害
が
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
場
合
発
令
さ
れ
ま
す
。

○
速
や
か
に
避
難
場
所
へ
避
難
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
外
に
出
る
こ
と
で
危
険
が
起
こ
り
え
る
状
況
で
は
、
近
く
の
安

全
な
場
所
や
自
宅
内
の
安
全
場
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

③
避
難
指
示
（
緊
急
）

　
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
状
況
が
悪
化
し
人
的
被
害
の
危
険
性
が

非
常
に
高
ま
っ
た
場
合
に
発
令
さ
れ
ま
す
。

○
避
難
対
象
地
域
の
人
は
必
ず
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

次のページへ

地図で自分が住んで
いる場所について確
認をしましょう。
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①竜北福祉センター

②文化センター

③竜北中学校

④農産加工研修
センター

⑤竜北西部小学校

⑥竜北東小学校

⑦氷川町公民館
宮原体育館

⑧宮原小学校

⑨氷川中学校

⑩常葉保育所

⑪宮原福祉センター

氷川右岸堤防沿い（河原～鹿島）4,200ｍ
柳の江、島地、鹿島、北鹿野
鹿島
南鹿野、西網道、沖塘、若洲、東網
道、中網道
吉本（町通り）
吉本
高塚
迫
笹尾
本山

異常降雨による溢水
大雨による住宅への浸水
大火災による住宅被害（ひばりが丘）
高潮による住宅被害（氷川堤防沿い、和鹿島海岸堤防、
砂川堤防）、大雨による住宅への浸水
大火災による住宅被害
急傾斜地崩壊（前田芳憲宅裏山、宮川モータース裏山）
吉野川溢水（国道上70ｍ）、急傾斜地崩壊（白石雅義宅裏山）
急傾斜地崩壊（大野窟下）
急傾斜地崩壊（笹尾公民館裏山、片山常一宅裏山）
急傾斜地崩壊（本田輝好宅裏山付近）

① ② ③
① ② ⑤ ⑥
① ② ④ ⑤

① ② ③

① ⑥

① ②

指定緊急避難場所
および指定避難所予想災害危険地区

地区および指定避難所など

竜
北
地
区
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◆ 凡 例

土石流危険地域

急傾斜地崩壊危険箇所

火災危険地域

重要水防区間

氷川町における災害危険

中大野

北川

新田、堺丸
河原、法道寺（国道上）
高野道、北野津、西野津、反甫、立石
氷川左岸（立神～新村）（※1）
氷川右岸（立神～川上）
栫、早尾、今、東上宮、桜ヶ丘、立神、川上
町、東上宮、西上宮、桜ヶ丘
西上宮、新村、下宮、宮園、有佐、原田

がけ崩れによる住宅被害
急傾斜地崩壊（北川公民館裏山）、土石流（野津バス停
北側上流、公民館横北側上流）
八間川溢水（八間川両岸：新田～大野）
大火災による住宅被害
大雨による住宅への浸水
異常降雨による溢水（※2）
異常降雨による溢水
急傾斜地崩壊・土石流危険箇所、大雨による住宅への浸水
大火災による住宅被害
大雨による住宅への浸水

① ②

① ② ⑥
① ②
⑦ ⑧ ⑩ ⑪
⑩

⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪

⑦ ⑨ ⑪

指定緊急避難場所
および指定避難所予想災害危険地区

竜
北
地
区

宮
原
地
区

指定緊急避難場所、指定避難所および危険区域

①
②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧
⑨
⑩
⑪

竜北福祉センター
文化センター
竜北中学校
農産加工研修
センター
竜北西部小学校
竜北東小学校
氷川町公民館
宮原体育館
宮原小学校
氷川中学校
常葉保育所
宮原福祉センター

島地 651 番地
島地 642 番地
島地 665 番地

鹿島 1624 番地 1

鹿島 746 番地
野津 2336 番地

宮原 690 番地 2

今 762 番地
今 39
宮原 823 番地
宮原 702 番地 5

52-5121
52-5860
52-1504

52-0035

52-0268
62-3800

62-2516

62-2147
62-2525
62-2232
62-3456

地図
番号 電話番号施設名称 所在地

指定緊急避難場所および指定避難所

※上記以外に、地区公民館を指定緊急避難場所および指定
避難所に指定する場合があります

※1：河川の上流から下流に向かって右側が右岸、左側が左岸となります ※2：水があふれだす状態

【避難に関する問合せ先】
   氷川町役場 総務課 生活安全推進室

☎52-7111
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土
砂
災
害
に
「
備
え
る
」

　

６
月
１
日
か
ら
６
月
30
日
ま
で
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
集
中
豪
雨
な
ど
が
多
く
な
る
時
期
と
な
り
、
土
砂

災
害
が
発
生
す
る
恐
れ
が
増
え
ま
す
。
土
砂
災
害
は
一
瞬
に
し

て
、生
命
や
財
産
を
奪
う
な
ど
、甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。

土
砂
災
害
に
つ
い
て
知
り
、
日
ご
ろ
か
ら
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
に
「
備
え
る
」

　

避
難
指
示
が
出
て
か
ら
避
難
準
備
を
し
て
も
、
間
に
合
わ
ず

に
最
悪
の
事
態
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

事
前
に
避
難
ル
ー
ト
や
非
常
用
の
持
ち
出
し
バ
ッ
ク
を
準
備

し
、
い
ざ
と
い
う
時
に
慌
て
ず
対
応
で
き
る
よ
う
に
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
と
は

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る

ポ
イ
ン
ト

非常時持出し品チェックリスト（例）

□飲料水　　　□非常食　　　□小銭　　　　□健康保険証
□緊急医療品　□常備薬　　　□懐中電灯　　□軍手　　
□携帯ラジオ　□携帯電話　　□充電器類　　□防災ずきん
□ティッシュ・タオル　　　　□毛布　　　　□マスク
□ビニール袋　□ライター　　□衣類（上着・下着）

　

土
砂
災
害
は
次
の
３
つ
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

①
土
石
流

　

山
腹
や
川
底
の
石
や
土
砂
が

長
雨
や
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
っ

て
一
気
に
下
流
へ
と
押
し
流
さ

れ
る
も
の

②
が
け
崩
れ

　

地
中
に
染
み
込
ん
だ
水
分
が

土
の
抵
抗
力
を
弱
め
、
雨
や
地

震
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
急
激

に
斜
面
が
崩
れ
落
ち
る
こ
と

雨
が
降
り
だ
し
た
ら
土
砂
災

害
警
戒
情
報
に
注
意
す
る

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
、
降

雨
に
よ
る
土
砂
災
害
の
危
険
が

高
ま
っ
た
と
き
に
、
発
表
さ
れ

る
防
災
情
報
で
す
。

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
は
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報
、
気

象
庁
・
熊
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
早
め
に
避
難
す
る

　

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表

さ
れ
た
ら
、
早
め
に
近
く
の
避

難
場
所
な
ど
の
安
全
な
場
所
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
の
防
災
行
政
無
線
や
広
報

車
に
よ
る
呼
び
か
け
に
注
意
し
、

早
め
に
避
難
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

避
難
時
は
何
を
持
っ
て
い
く
？

　

安
全
な
場
所
に
避
難
し
て
も
、

当
面
そ
こ
で
生
活
し
な
く
て
は

い
け
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

十
分
な
量
を
リ
ュ
ッ
ク
な
ど
に

入
れ
、
普
段
か
ら
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

○
食
料
品

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
や
缶
詰

な
ど
日
持
ち
す
る
も
の
、
飲

料
水

○
医
薬
品

　

傷
薬
や
風
邪
薬
の
ほ
か
、
持

病
の
あ
る
人
は
そ
の
薬

○
日
用
品

　

ち
り
紙
、
タ
オ
ル
、
生
理
用

品
の
ほ
か
、
子
ど
も
さ
ん
が

い
る
場
合
は
お
む
つ
な
ど

○
衣
類

　

毛
布
、
上
着
、
下
着
、
軍
手

な
ど

○
貴
重
品

　

現
金
、
健
康
保
険
証

○
そ
の
他
　

　

懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
な
ど

③
地
す
べ
り

　

斜
面
の
一
部
、
あ
る
い
は
全

部
が
地
下
水
の
影
響
と
重
力
に

よ
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
と
斜
面
下

方
に
移
動
す
る
現
象

土
砂
災
害
の
情
報

　
◆
熊
本
県
統
合
型
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム

　
　http://w

w
w
.bousai.pref.kum

am
oto.jp/

　
　
熊
本
県
が
観
測
し
て
い
る
最
新
の
情
報
を
閲
覧
で
き
ま
す

　
◆
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　http://w

w
w
.jm
a.go.jp/
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弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
く

る
こ
と
を
知
る
に
は

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、

日
本
に
落
下
す
る
可
能
性
が
あ

る
場
合
、
国
が
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
を
使

用
し
防
災
行
政
無
線
で 

サ
イ
レ

ン
ト
と
も
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
流

し
ま
す
。
ま
た
緊
急
メ
ー
ル
な

ど
で
緊
急
情
報
を
流
し
ま
す
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
流
れ
た
後
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　

直
ち
に
次
の
行
動
を
と
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
屋
外
に
い
る
場
合
】

○
近
く
の
で
き
る
だ
け
頑
丈
な

建
物
や
地
下
街
な
ど
に
避
難

す
る
。

○
適
当
な
建
物
な
ど
が
な
い
場

合
は
、
物
陰
に
身
を
隠
す
か

地
面
に
伏
せ
頭
部
を
守
る
。

【
屋
内
に
い
る
場
合
】

○
可
能
な
限
り
窓
か
ら
離
れ
、

で
き
れ
ば
窓
の
な
い
部
屋
へ

移
動
す
る
。

　
　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
種
類

や
発
射
方
法
、
発
射
場
所
な

ど
に
よ
り
そ
の
時
間
は
異
な

り
ま
す
が
、
極
め
て
短
時
間

で
日
本
に
到
達
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
28
年
２
月
７
日
に
北

朝
鮮
か
ら
発
射
さ
れ
た
弾
道

ミ
サ
イ
ル
は
、
約
10
分
後
に
、

発
射
場
所
か
ら
約
１
６
０
０

ｋ
ｍ
離
れ
た
沖
縄
県
先
島
諸

島
上
空
を
通
過
し
て
い
ま
す
。

　
　

ミ
サ
イ
ル
着
弾
時
の
爆

風
や
破
片
な
ど
に
よ
る
被
害

を
避
け
る
た
め
に
有
効
だ
か

ら
で
す
。

　
　

す
ぐ
に
避
難
で
き
る
と

こ
ろ
に
頑
丈
な
建
物
や
地
下

街
な
ど
が
あ
れ
ば
直
ち
に
そ

ち
ら
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
が
で
き
な
い
場
合

は
、
可
能
な
限
り
窓
か
ら
離

れ
、
で
き
れ
ば
窓
の
な
い
部

屋
へ
移
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

燃
料
の
ガ
ソ
リ
ン
な
ど

に
引
火
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
車
を
止
め
て
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。

　

周
囲
に
避
難
で
き
る
場
所

が
な
い
場
合
、
車
か
ら
離
れ

て
地
面
に
伏
せ
、
頭
部
を
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

　
　

高
速
道
路
を
通
行
し
て

い
る
時
な
ど
、
車
か
ら
出
る

と
危
険
な
場
合
に
は
、
安
全

な
場
所
に
止
め
、
車
内
で
姿

勢
を
低
く
し
て
、
行
政
か
ら

の
指
示
が
あ
る
ま
で
待
機
し

て
く
だ
さ
い
。

【
屋
外
に
い
る
場
合
】

　

口
と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
で
覆

い
な
が
ら
、
現
場
か
ら
直
ち

に
離
れ
、
密
閉
性
の
高
い
屋

内
の
部
屋
ま
た
は
風
上
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。

【
屋
内
に
い
る
場
合
】

　

換
気
扇
を
止
め
、
窓
を
閉

め
、
目
張
り
を
し
て
室
内
を

密
閉
し
て
く
だ
さ
い
。

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
種
類
に

応
じ
て
被
害
や
対
応
が
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
、

ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
を
通
じ
て
情
報
収
集
に

努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
行
政
か
ら
の
指
示

が
あ
れ
ば
そ
れ
に
従
っ
て
、

落
ち
着
い
て
行
動
し
て
く
だ

さ
い
。

弾
道
ミ
サ
イ
ル
に
「
備
え
る
」

　
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以
降
「
北
朝
鮮
」）
の
弾
道

ミ
サ
イ
ル
問
題
で
国
内
に
緊
張
が
走
っ
て
い
ま
す
。「
災
害
」

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、

事
前
に
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

弾道ミサイルの対応を知ろう
◆国民保護ポータルサイト
http://www.kokuminhogo.go.jp/

　国が作成した、弾道ミサイルが
落下する可能性がある場合にとる
べき行動について、とりまとめた
ものが掲載されています。

弾道ミサイルに関するＱ＆Ａ

Ｑ１
ミ
サ
イ
ル
は
発
射
か
ら
何
分
位

で
日
本
に
飛
ん
で
く
る
の
？

Ｑ４
自
動
車
の
車
内
に
い
る
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
？

Ｑ６
ミ
サ
イ
ル
が
着
弾
し
た
後
は

ど
う
す
れ
ば
よ
い
？

Ｑ５
車
か
ら
出
る
と
危
険
な
場
合

は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
？

Ｑ２
な
ぜ
頑
丈
な
建
物
や
地
下
街

な
ど
へ
避
難
す
る
の
？

Ｑ３
自
宅
（
木
造
住
宅
）
に
い
る

場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
？

Ａ1Ａ2Ａ3

Ａ4Ａ5

番
外
版
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すくーる
　らいふ
school life

先 生 紹 介
　今年度、町内小・中学校に着任された先

生を紹介します。

　趣味、抱負などを語っていただきました。

①趣味・特技 ②抱負

【
竜
北
中
学
校
】

一
美
　
豊 

先
生

　
（
１
年
生
担
任
・
数
学
）

い
ち  

み
　
　
ゆ
た
か

①読書・映画、ドラマ鑑賞
②校訓の鍛練の通り、心と体と頭脳を一緒
に鍛えていきたいと思います。授業では
数学を中心に関わっていきますが、粘り
強く問題に取り組み楽しむ授業にしたい
と思います。素直な子どもたちと一緒に
精いっぱい取り組んでいきたいと思いま
す。よろしくお願いします。

本
田
　
裕
子 

先
生

　
（
２
年
２
組
担
任
・
数
学
）

ほ
ん  
だ
　
　  

ゆ
う  

こ

①旅行
②竜北中学校の生徒の明るく元気の良い挨
拶にいつもこちらが元気をもらっていま
す。恵まれた学習環境の中で、素直に伸
び伸びと学習や部活動に頑張る竜北中生
徒の成長のお手伝いができることを嬉し
く思います。一生懸命頑張りますのでど
うぞよろしくお願いいたします。

森
永
　
真
史 

先
生

　
（
１
年
１
組
担
任
・
理
科
）

も
り
な
が
　
　
ま
さ 

ふ
み

①野球
②第二中学校より異動してきました。昨年
まで竜北中とは部活動の大会でよく対戦
していたライバル校でもあったため、不
思議な縁を感じます。新しい環境のもと
日々を頑張り、皆さんと楽しくすごして
いきたいと思います。どうぞよろしくお
願いいします。

前
田
　
綾
乃 

先
生

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
）

ま
え
　

だ
　
　
　

あ
や
　

の

①お菓子作り・猫・読書
②母校である竜北中学校にこのような形で
帰ってくることができ、大変うれしく思
います。前任校の支援学校で学んだこと
を生かしながら、子どもたちの成長に少
しでも貢献できるように頑張ります。よ
ろしくお願いいたします。

丸
山
　
喬
大 

先
生

　
（
３
年
副
担
任　

社
会
科
）

ま
る
や
ま
　
　
た
か
ひ
ろ

①野球・陸上
②社会人一年目が地元氷川町である竜北中
学校で勤務させていただけることに大変
喜びを感じています。私がこれまで見
て、聴いて、感じたことを竜北中の生徒
に伝えていくとともに、町の活性化の一
助になればと思います。よろしくお願い
します。

三
枝
　
卓
也 

先
生

　
　
（
学
校
教
育
相
談
員
）

み
つ
え
だ
　
　
た
く  

や

①慣れない道を散策し、近くの庭や畑を眺
めること・健康のためのバドミントン
②自分自身の出身校である竜北中学校を中
心に、氷川町内で勤務できることをとて
もありがたく感じています。子どもたち
が、気軽に思いや悩みを相談できるよう
フットワーク軽く動きたいと思っていま
すので、よろしくお願いします。
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古
閑
　
幸
喜 

先
生

　
（
数
学
）

こ
　
が
　
　  

こ
う  

き

①特になし
②今年度から氷川中にお世話になることに
なりました。氷川町住民ですが、氷川中
校区は詳しくわかりません。生徒や保護
者、地域の方々と触れ合いながら早く慣
れていきたいと思っています。また、氷
川中生徒の成長のため頑張っていきたい
と思います。

吉
川
　
知
美 

先
生

　
（
１
年
１
組
担
任
・
社
会
科
）

よ
し
か
わ
　
　
と
も
　

み

①買い物
②氷川町の皆様に見守られながら、健やか
に成長している子どもたちと一緒に過ご
せることをとても幸せに感じています。
今年度の抱負は、新たなことに積極的に
取り組んでいくことです。そして笑顔で
過ごすことです。この２つを胸に頑張り
たいと思います。

緒
方
　
仁
紀 

先
生

　
（
２
年
２
組
担
任　

理
科
）

お  

が
た
　
　
ま
さ
の
り

①スノーボード・温泉
②今年度、初任としてきました。とにかく
全力で生徒たちと向き合っていきます。
　「出会いは成長の種」
　皆さんとの出会いを大切にして、生徒た
ちとともに成長していきたいです。よろ
しくお願いします。

【
氷
川
中
学
校
】

尾
上
　
奈
奈 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

お
の
う
え
　
　  

な
　
な

①観劇・歌唱・ピアノ
②ご縁あって、竜北中学校に再び勤務させ
ていただくこととなりました。２年前と
変化している所、変わらず更に良くなっ
ている所等に早く対応し、竜北中の皆さ
んがより楽しい毎日になる様精いっぱい
頑張りますのでどうぞよろしくお願いい
たします。

瑞
穂
　
良
顕 

先
生

　
（
校
長
）

み
ず  

ほ
　
　 

よ
し
あ
き

①スポーツ観戦
②今年度天草からまいりました。氷川中の
１日は、生徒たちの相手意識の高いさわ
やかな挨拶、ボランティア清掃、駅伝や
各部朝練等、子どもたちの活気に満ちた
活動でスタートし、充実した１日を過ご
しています。私も一緒に氷川中プライド
を磨いていきたいと思います。

丸
塚
　
裕
子 

先
生

　
（
事
務
長
）

ま
る
つ
か
　
　
ひ
ろ
　

こ

①食べ歩き・旅行・着付け
②４月に県庁の学校人事課より赴任してき
ました。氷川中学校には、昨年度より
「事務センター」が置かれ、氷川町内の小
中学校事務処理を組織的に行っていま
す。学校の事務運営の効率化を図り、事
務体制の強化を進めていきたいと思って
います。よろしくお願いします。

上
之
園
　
央 

先
生

　
（
特
別
支
援
学
級
）

う
え  

の  

そ
の      

あ
き
ら

①スポーツ観戦
②専門外である特別支援教育に携わること
は少々不安もありますが、他の先生方に
ご教授いただきながら、生徒が毎日学校
に行きたいと思えるような環境づくりと
指導の徹底を図りたいと思います。よろ
しくお願いいたします。

樹
本
　
龍
真 

先
生

　
（
２
年
副
担
任　

英
語
）

  

き 

も
と        

た
つ 

ま

①映画鑑賞
②初めての教育現場でワクワクドキドキで
いっぱいです。まだまだ不十分なところ
ばかりなので、氷川中学校でたくさんの
ことを学んで成長していけたらと思って
います。少しでも学校のためになれるよ
うに全力で精進していこうと思います。

對
田
　
美
幸 

先
生

　
（
養
護
教
諭
）

つ
い  

だ           

み  

ゆ
き

①早寝、早起き
②今は健康な中学生の皆さんですが、将来
大人になっても健康でいられるような知
識や習慣を今の内から身につけられるよ
う、保健室からサポートしていきたいと
思います。よろしくお願いします。

すくーるらいふ
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橋
本
　
真
実 

先
生

　
（
５
年
１
組
担
任
）

は
し
も
と
　
　 

ま
　
み

①旅行

②初めまして。人吉市から本校に赴任し１
カ月が経ちました。明るい子どもたちと
温かい地域の方々に支えられて、毎日元
気に過ごしています。氷川町のいろいろ
なところに出かけたいと思っています。
よろしくお願いいたします。

一
司
　
雅
史 

先
生

　
（
３
年
１
組
担
任
）

い
っ  
し
　
　 

ま
さ
ふ
み

①温泉めぐり

②初めまして。初任者として竜北東小学校
に赴任してきました。まだ赴任してから
日が浅いですが、元気で明るい子どもた
ちの力に負けないように日々を過ごして
います。これからの氷川町を支える人材
育成を目指し頑張ります。どうぞよろし
くお願いいたします。

渡
邉
　
裕
日 

先
生

　
（
２
年
１
組
担
任
）

わ
た
な
べ
　
　
ゆ
う
　

か

①運動をすること、筋トレ

②高校生担任の経験しかなく、初めての小
学校担任は不安もありましたが、今では
子どもたちの明るさや笑顔に元気をもら
う毎日です。私も子どもたちの気持ちに
寄りそい、共に成長していけるよう頑張
ります。よろしくお願いします。

　

【
竜
北
東
小
学
校
】

【
竜
北
西
部
小
学
校
】

菅
田
　
彩
香 

先
生

　
（
栄
養
教
諭
）

す
が
　

た
　
　  

あ
や 

か

①空中ブランコ

②氷川町の子どもたちが生涯にわたって健
康に笑顔で過ごせるように、学校給食を
通して食育に取り組みたいと思います。
調理員の先生方と協力しながら、安全・
安心で氷川町の特産物いっぱいのおいし
い給食を目指します。

山
口
　
千
恵 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

や
ま
ぐ
ち
　
　 

ち   

え

①映画、ドラマをみること

②このたび、特別支援教育支援員として氷
川中学校でお世話になります。笑顔の素
敵な氷川中学校の皆さんが元気に育ち、
真剣に学ぶ姿を応援しながら、一緒に頑
張ります。よろしくお願いします。

田
河
　
絹
子 

先
生

　
（
特
別
支
援
学
級
）

  

た  

が
わ       

き
ぬ  

こ

①お茶

②この度八千把小学校から異動してまいり
ました。地元の小学校に勤務できる喜び
を感じております。お子さんたちとの出
会いに感謝し、日々楽しく頑張ってまい
りますので、どうぞよろしくお願いいた
します。

名
島
　
千
恵 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

  

な  

じ
ま
　
　 

ち
　
え

①手話の勉強中

②こんにちは！宮原小から来ました名島千
恵です。明るい子どもたちのおかげで、
だいぶ慣れてきました。最近では手話で
「おはよう」「こんにちは」をしてくれてと
ても嬉しいです。これから一緒に手話を
学べたらいいなと思っています。よろし
くお願いします。

稲
本
　
眞
理 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

い
な
も
と
　
　
　

ま
　
り

①数秒で深い眠りにつける

②ご縁あって、竜北東小学校の皆さんに支
えられ、支援員として新鮮な毎日を送っ
ています。児童の皆さんといろいろな場
面で触れ合う中で、その子一人一人の困
り感に寄り添い、共に成長していけるよ
うになりたいと願い、日々勉強中です。
どうぞよろしくお願いします。

丹
生
　
伸
二 

先
生

　
（
校
長
）

た
ん
せ
い
　
　
し
ん
　

じ

①スポーツ観戦

②４月、たくさんの元気な声と笑顔に、竜
北西部小の子どもたちは、校歌のとおり
「明けゆく朝の太陽」だと感じました。地
域の力をお借りしながら、子どもたちの
教育に全力を尽くして参ります。

すくーるらいふ
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田
中
　
喜
代
美 

先
生

　
（
給
食
・
食
育
）

　

た
　

な
か
　
　
　

き
　
よ
　
み

①読書
②太田郷小から来ました田中です。給食の
献立を考えたり、食に関する指導をした
りする仕事をしています。氷川町の子ど
もたちの心と体の健康のために、毎日の
給食を通して、食の大切さを伝えていき
たいと考えています。どうぞよろしくお
願いいたします。

香
西
　
里
子 

先
生

　
（
養
護
教
諭
）

こ
う
ざ
い
　
　
さ
と
　

こ

①子どもと絵本を読むこと
②山江村の万江小学校から赴任してきまし
た。宮原地区に住んでいます。子どもた
ちが安心して元気に楽しくがんばれるよ
う支援していきます。子どもたち、お家
の方、地域の方とたくさんお話ししたい
です。よろしくお願いします。

岩
見
　
貴
美
代 

先
生

　
（
少
人
数
国
語
）

い
わ
　

み
　
　
　
き
　
み
　
よ

①スポーツをする事、見る事
②本年度の異動で、松高小学校からきまし
た。竜北西部小学校に来て、挨拶上手な
子どもたちに負けないよう挨拶したいと
思いました。子どもたちに寄り添いなが
ら、共に学んでいきたいと思います。よ
ろしくお願いします。

三
枝
　
恵 

先
生

　
（
そ
よ
風
Ⅰ（
特
別
支
援
学
級
））

み
つ
え
だ
　
　
め
ぐ
み

①みんなと歌を歌うこと
②今年度、竜北東小学校から竜北西部小学
校に転勤してきました。竜北西部小学校
は、私の子どもたちが卒業した学校で
す。そこで仕事ができることを、とても
うれしく思います。氷川町の子どもたち
が、仲良く学ぶことができるお手伝いが
できればと思います。

平
嵜
　
清
和 

先
生

　
（
理
科
専
科
）

ひ
ら
さ
き
　
　
き
よ
か
ず

①サイクリング・ＤＶＤ鑑賞
②今回で３回目の氷川町での転勤となりま
す。このご縁を大切にしようと考えてい
ます。担当が理科なので、自然のことや
化学のことに興味を持つ子どもたちが少
しでも増えるように頑張っていこうと考
えています。よろしくお願いします。

吉
本
　
麻
代 

先
生

　
（
算
数
少
人
数
）

よ
し
も
と
　
　
　

ま
　
よ

①温泉・旅行
②芦北町の湯浦小学校から赴任してきまし
た。６年ぶりに氷川町に戻ってきて、と
ても懐かしく思っています。氷川町のい
いところをたくさん見つけていきたいで
す。そして、氷川町の子どもたちのため
に精いっぱい頑張っていきたいと思いま
す。

友
添
　
起
代 

先
生

　
（
２
年
１
組
担
任
）

と
も
ぞ
え
　
　
　

き
　
よ

①おいしいスイーツ探し
②すべての子どもたちに、学校は楽しいと
感じてほしい。そう常に思っています。
そのためにやりたいことも、すべきこと
も沢山ありますが、まずは、朝の「おは
よう」の一言で、今日もここであなたに
会えた喜びを、伝えることから始めま
す。

森
田
　
慧 

先
生

　
（
４
年
２
組
担
任
）

も
り
　

た
　
　
さ
と
し

①バスケットボール
②本年度八代市立八千把小学校より竜北西
部小学校に赴任してきました森田です。
今年度は、子どもたちと一緒に勉強やス
ポーツに全力で取り組み、遊ぶときには
しっかり遊ぶメリハリのある学校生活を
送りたいと思います。よろしくお願いし
ます。

尊
田
　
裕
子 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

た
か
　

だ
　
　
　

ゆ
う
　

こ

①教材・教具づくり、書道、補正
②八代支援学校からまいりました。竜北西
部小学校の子どもたちと出会い、毎日元
気の良い挨拶や笑顔に触れ、元気のパ
ワーをもらっています。保護者の方の築
かれた花壇の美しさにも感動しました。
子どもたちのために精一杯頑張ります。

すくーるらいふ
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岩
本
　
和
子 

先
生

　
（
人
権
教
育
主
任
・Ｔ
Ｔ
）

い
わ
も
と
　
　
か
ず
　

こ

①山登り

②宮地小からきました。定年まであと３年
ということで、宮原小が教職生活最後の
学校になると思います。子どもたちのエ
ネルギーをもらいながら、元気で仕事に
励み子どもたちにとって居心地のいい学
校になるよう頑張ります。

那
須
　
京
子 

先
生

　
（
た
ん
ぽ
ぽ
学
級
）

　

な
　
す
　
　
き
ょ
う
こ

①旅行・読書

②八代市立東陽小学校から来ました、那須
京子です。氷川町での勤務は初めてなの
で、子どもたちに教えてもらいながら、
町のことをいろいろ勉強していきたいと
思います。あちこち探検しているところ
を見かけたら、声をかけてください。ど
うぞよろしくお願いします。

福
島
　
恭
子 

先
生

　
（
ひ
ま
わ
り
学
級
）

ふ
く
し
ま
　
　
き
ょ
う
こ

①野球観戦

②我が子がお世話になった学校に勤務する
ことになり驚きと喜びで異動してきまし
た。宮原小学校の子どもたちとの日々の
触れ合いを大切にし、子どもたちのため
に頑張っていきたいと思っています。よ
ろしくお願いします。

【
宮
原
小
学
校
】

井
上
　
桃
花 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

い
の
う
え
　
　
も
も
　

か

①書道・バドミントン

②たくさんの思い出のある母校で働けるこ
とを心から嬉しく思います。今年大学を
卒業してわからないことばかりですが、
元気いっぱいな竜西っ子の子どもたちが
楽しい学校生活を送れるよう精進してい
きたいと思います。よろしくお願い致し
ます。

山
口
　
公
敏 

先
生

　
（
校
長
）

や
ま
ぐ
ち
　
　
き
み
と
し

①旅行・温泉巡り・スポーツ全般

②今年度玉名から来ました校長の山口公敏
です。歴史ある宮原小学校で新任校長と
して精一杯頑張ります。あいさつ・そう
じ・発表・そして笑顔、一人ひとりを大
切にをモットーに236名の子どもたちの瞳
が輝くよう全職員で力を合わせて誠心誠
意努力していきます。

服
部
　
正 

先
生

　
（
教
頭
）

は
っ
と
り
　
　

た
だ
し

①ギター
②伝統と歴史ある宮原小学校に赴任させて
いただきました。元気で素直な「宮原っ
子」、協力的で熱いＰＴＡの皆様に触れ、
私の「宮原小愛」も日々大きく成長して
おります。子どもたちが安全安心で充実
した学校生活を送り、これまで以上に地
域に愛され信頼される「地域とともにあ
る学校」となるように尽力していきま
す。

宮
川
　
文
代 

先
生

　
（
４
年
２
組
担
任
）

み
や
が
わ
　
　
ふ
み
　

よ

①読書

②芦北町の田浦小学校から赴任してきまし
た。「明るく、楽しく、元気よく」子ども
たちが学校生活を過ごせるよう取り組ん
でいきたいと思います。よろしくお願い
いたします。

板
平
　
麻
子 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

い
た
ひ
ら
　
　
あ
さ
　

こ

①特にありません

②昨年度までは竜北東小学校にお世話にな
りました。今年度から宮原小学校で勤務
することになり、まだ緊張の連続です。
新たな出会いを大切にして、子どもたち
と楽しく勉強したいと思っておりますの
で、よろしくお願いいたします。

岡
﨑
　
小
百
合 

先
生

　
（
特
別
支
援
教
育
支
援
員
）

お
か
ざ
き
　
　
　

さ
　
ゆ
　
り

①旅行・裁縫

②このたび、特別支援教育支援員として宮
原小学校でお世話になることになりまし
た。慣れないところも多いですが、先生
方のパワーをいただいて子どもたちと一
緒に成長できればと思っています。よろ
しくお願いします。

すくーるらいふ
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4/
16

音楽を通した潤いのひととき
希望『チャリティーin氷川』

4/
18

税徴収強化を目指して
熊本県と税の併任徴収協定を締結

氷
川
町
役
場
庁
議
室
で
氷
川

町
と
熊
本
県
に
よ
る
税
の
併
任

徴
収
協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
、

町
長
か
ら
熊
本
県
県
南
広
域
本

部
収
税
課
職
員
９
人
に
対
し
て

辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

町
と
県
が
協
力
し
税
収
と
徴

収
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

今
後
は
、
税
徴
収
業
務
の
強

化
や
ア
ド
バ
イ
ス
、
差
押
え
や

公
売
な
ど
の
併
任
徴
収
の
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
希
望
『
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
in

氷
川
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
熊
本
地

震
か
ら
１
年
が
経
ち
、
復
興
へ

向
け
努
力
さ
れ
て
き
た
皆
さ
ま

に
、
音
楽
を
通
し
て
潤
い
の
ひ

と
時
を
と
の
思
い
で
木
村
由
紀

子
さ
ん
（
上
鹿
島
）
ら
が
主
催

さ
れ
ま
し
た
。

ス
テ
ー
ジ
で
は
ギ
タ
ー
演
奏

や
日
本
舞
踊
の
ほ
か
、
上
田
智

子
さ
ん
（
今
）
や
尾
上
奈
奈
さ

ん
（
上
鹿
島
）
、
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
の
コ
ー
ル
氷
川
が
美
し

い
歌
声
で
会
場
を
大
い
に
わ
か

せ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
で
数

人
し
か
い
な
い
ハ
ン
ド
フ
ル
ー

ト
奏
者
の
一
人
で
あ
る
高
山
大

知
さ
ん
も
演
奏
を
さ
れ
、
客
席

か
ら
の
ア
ン
コ
ー
ル
に
も
応
え

ら
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
人
か

ら
は
「
音
楽
は
楽
し
い
。
来
年

も
ぜ
ひ
開
催
し
て
ほ
し
い
」
と

の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
集

4/
16

愛好家たちが腕を競う
第１２回いちご杯ヘラブナ釣り大会in氷川

不
知
火
干
拓
貯
水
池
（
若

洲
）
に
お
い
て
第
12
回
い
ち
ご

杯
ヘ
ラ
ブ
ナ
釣
り
大
会
in
氷
川

が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
１

０
４
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。天

気
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
釣

り
日
和
の
中
、
早
朝
か
ら
参
加

者
た
ち
の
竿
が
ず
ら
り
と
並

び
、
そ
の
腕
を
競
い
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
に
は
参
加
者
全

員
に
和
鹿
島
い
ち
ご
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
っ
た
チ
ケ
ッ
ト
代
と
寄
付
金
は

地
震
復
興
に
使
っ
て
ほ
し
い
と
す

べ
て
町
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

▲ハンドフルート奏者の高山大知さん ▲素敵な歌声で会場を沸かせた尾上奈奈さん(上鹿島)

▲見て！大物釣ったよ！

▲税滞納の削減を目指します
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4/
29

先駆者の偉業をたたえて
不知火干拓入植５０周年式典

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

で
不
知
火
干
拓
入
植
50
周
年
を

記
念
す
る
式
典
が
開
催
さ
れ
若

洲
地
区
住
民
を
中
心
と
し
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
式
典
は
今
年
が
入
植
50

周
年
と
な
る
不
知
火
干
拓
を
開

拓
し
た
先
人
た
ち
に
敬
意
を
表

し
執
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

式
中
に
そ
の
偉
業
を
た
た
え

黙
と
う
や
作
文
発
表
が
行
わ
れ

た
ほ
か
、
太
鼓
や
日
本
舞
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
式
典
に

花
を
添
え
ま
し
た
。

4/
25

若き交通安全リーダーを育成
「学校と家庭の交通安全リーダー証」交付式

竜
北
東
小
学
校
体
育
館
に
お

い
て
「
学
校
と
家
庭
の
交
通
安

全
リ
ー
ダ
ー
証
」
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
交
通
安
全
推
進

連
盟
が
児
童
の
事
故
を
防
止

し
、
年
齢
に
応
じ
た
交
通
安
全

リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
、

県
内
の
６
年
生
を
対
象
に
交
付

し
て
い
る
も
の
で
す
。

式
で
は
田
嶋
徹
熊
本
県
副
知

事
か
ら
リ
ー
ダ
ー
証
が
交
付
さ

れ
、
受
け
取
っ
た
代
表
児
童
は

交
通
安
全
の
誓
い
を
述
べ
ま
し

た
。

4/
19

通学路での安全アイテム
防犯ブザー交付式

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い

て
、
防
犯
ブ
ザ
ー
交
付
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
防
犯
ブ
ザ
ー
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ

ラ
イ
ト
も
付
い
て
お
り
、
通
学

路
で
の
安
全
の
確
保
対
策
と
し

て
町
内
小
中
学
校
の
児
童
・
生

徒
全
員
に
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

式
で
は
藤
本
町
長
か
ら
各
小

中
学
校
の
代
表
に
手
渡
さ
れ
、

竜
北
中
学
校
３
年
の
有
田
浩
平

く
ん
（
西
野
津
）
が
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

4/
18

平和の誓いを胸に
戦没者追悼式

氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

に
お
い
て
、
平
成
29
年
度
戦
没

者
追
悼
式
が
行
わ
れ
、
遺
族
な

ど
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

 
式
典
は
遺
族
代
表
の
楠
瀬
麗
子

さ
ん
（
新
田
）
の
献
灯
に
始
ま

り
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う
を

捧
げ
ま
し
た
。

 

ま
た
、
氷
川
町
遺
族
連
合
会
支

部
代
表
の
浜
田
洋
さ
ん
（
西
網

道
）
が
追
悼
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
戦
没
者
に
平
和
を
誓
い
ま
し

た
。

▲誓いの言葉を述べるリーダーたち▲作文を読む東 和希さん（若洲）

▲安全のためこれから携帯します! ▲追悼の言葉を述べる浜田 洋さん
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4/
27

出場おめでとうございます
激励会

5/
10

入学祝いに伝統の畳
畳表座布団贈呈（宮原小学校）

宮
原
小
学
校
に
お
い
て
新
入

児
童
へ
の
入
学
記
念
と
し
て
、

宮
原
農
火
の
会
が
「
い
す
用
畳

表
座
布
団
」
と
「
大
玉
ト
マ
ト
」

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

吉
田
誠
会
長（
有
佐
）と
赤
星

直
裕
さ
ん（
原
田
）か
ら
児
童
代

表
４
人
に
手
渡
さ
れ
る
と
、
児

童
た
ち
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
大
き
な
声
で
お
礼

を
言
っ
て
い
ま
し
た
。

座
布
団
は
教
室
の
椅
子
に
設

置
し
、
ト
マ
ト
は
給
食
で
食
べ

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

氷
川
町
役
場
庁
議
室
に
お
い

て
激
励
会
が
行
わ
れ
、
報
奨
金

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
出
場
大

会
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
次
の

通
り
で
す
。

【
大
会
名
】

第
35
回
小
学
生
テ
ニ
ス
選
手
権

大
会
九
州
選
手
権
予
選
・
２
０

１
７
九
州
小
学
生
ダ
ブ
ル
ス
選

手
権
大
会

【
出
場
者
】

八
代
ジ
ュ
ニ
ア
所
属

宮
原
小
学
校
６
年

・
梅
田

菜
々
花
（
栫
）

【
大
会
名
】

第
29
回
な
で
し
こ
サ
ッ
カ
ー
大

会【
出
場
者
】

熊
本
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
Ｃ
フ
ロ

ー
ラ
所
属

竜
北
中
学
校
２
年

・
稲
田

雛
（
東
網
道
）

・
藤
本

日
菜
（
若
洲
）

5/

8・9
球界ＯＢからの本格指導
ソフトバンクＯＢ野球教室

熊
本
県
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
キ

ャ
ラ
バ
ン
が
開
催
さ
れ
、
町
内

小
学
校
に
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー

ク
ス
Ｏ
Ｂ
の
大
野
隆
治
さ
ん
、

新
垣
渚
さ
ん
が
訪
問
さ
れ
野
球

教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
３
年
生
を
対
象
に
、

野
球
の
基
本
動
作
を
中
心
に
丁

寧
に
指
導
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
野

球
経
験
者
か
ら
の
指
導
に
児
童

た
ち
は
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
目

を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

【
大
会
名
】

第
53
回
九
州
一
般
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
兼
第
47
回
九
州
女
子
ク
ラ

ブ
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

【
出
場
者
】

う
と
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属

熊
本
学
園
大
学
３
年

・
山
本

は
る
か
（
立
神
）

う
め 

だ

  

な

な

か

や
ま
も
と

い
な 

だ      

ひ
な

ふ
じ
も
と      

ひ  

な

▲左から藤本 日菜さん、稲田 雛さん

▲畳表座布団で勉強も頑張ります！ ▲児童に丁寧に指導される新垣さん(左)と大野さん(右)

▲梅田 菜々花さん
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町
を
担
う
人
材
育
成
に
エ
ー
ル

氷
川
町
人
材
育
成
研
修
助
成
制
度

◆
対
象
研
修

国
内
外
の
先
進
地
で
の
研

修
、
調
査
お
よ
び
視
察
で
、

次
の
い
ず
れ
か
の
目
的
の
た

め
に
実
施
す
る
も
の
と
し
ま

す
。

①
教
育
や
文
化
、
産
業
な
ど
の

分
野
で
、
視
野
を
広
め
、
知

識
や
技
術
な
ど
を
身
に
付
け

る
た
め

②
地
域
が
抱
え
る
課
題
解
決
の

手
法
を
体
得
す
る
た
め

※

研
修
後
の
町
内
へ
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
な
い
も
の
、

研
修
自
体
を
目
的
と
し
た
も

の
な
ど
は
対
象
と
な
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象
者

（
す
べ
て
に
該
当
）

※

同
一
の
研
修
へ
の
申
込
は
５

人
以
内
で
す
。

①
町
内
に
居
住
し
て
い
る
人

で
、
申
請
時
点
で
満
年
齢
60

歳
以
下
の
人

②
地
域
活
動
や
団
体
活
動
に
参

加
す
る
な
ど
、
帰
町
後
そ
の

成
果
を
積
極
的
に
生
か
す
と

認
め
ら
れ
る
人

③
過
去
３
年
以
内
に
本
助
成
金

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
助
成
額

交
通
費
、
宿
泊
費
の
実
費
額

（
氷
川
町
職
員
等
の
旅
費
に
関

す
る
条
例
で
定
め
ら
れ
た
額
を

上
限
）
、
研
修
に
必
要
と
認
め

ら
れ
る
費
用
を
対
象
と
し
、
そ

の
７
割
以
内
の
額
を
助
成
し
ま

す
。た

だ
し
、
国
内
研
修
の
場
合

は
10
万
円
、
国
外
研
修
の
場
合

は
30
万
円
が
上
限
で
す
。
（
１

千
円
未
満
は
切
捨
て
）

※

助
成
の
適
否
は
、
氷
川
町
人

材
育
成
派
遣
研
修
選
考
委
員

会
に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま

す
。

こ
の
制
度
は
、
町
民
の
人
が
自
主
的
に
行
う
人
材
育
成
研
修
に
対
し
て
助
成
を
行
い
、
そ
の
成
果
を

も
っ
て
町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

研
修
を
計
画
さ
れ
て
い
る
人
は
、ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
方
法

申
請
書
を
氷
川
町
宮
原
振
興

局
総
務
振
興
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
申
請
期
限

平
成
30
年
１
月
31
日

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
せ
先
】

  

宮
原
振
興
局

総
務
振
興
課

☎
62
・
２
３
１
７
（
直
通
）

ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る

第
２
次
総
合
振
興
計
画
策
定
に
向
け
た

ま
ち
づ
く
り
講
演
会
・
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

講
演
会
は
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
の
後
藤
春
彦
教
授
を
講
師

に
、「
総
合
計
画
の
策
定
プ
ロ
セ

ス
と
そ
の
先
の
住
民
自
治
」
の

テ
ー
マ
で
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。総

合
振
興
計
画
策
定
は
住
民

自
治
を
育
む
う
え
で
重
要
な
機

会
で
あ
る
と
話
さ
れ
、
５
つ
の

ま
ち
づ
く
り
の
シ
ナ
リ
オ
を
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

①
こ
の
町
が
受
け
継
い
で
き
て

い
る
も
の
、
役
に
立
つ
過
去

は
何
か
を
探
し
出
す
。

②
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
通
じ
て
成

果
を
地
域
に
還
元
す
る
。

③
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
問
題
の
発
見
と

共
有
を
行
う
。

④
計
画
づ
く
り
、
ル
ー
ル
づ
く

り
へ
展
開
し
問
題
の
解
決
へ

つ
な
げ
る
。

⑤
ま
ち
づ
く
り
を
担
う
人
を
つ

く
り
管
理
運
営
す
る
組
織
を

育
て
る
。

講
演
会
終
了
後
は
、
各
種
団

体
代
表
者
と
職
員
に
よ
る
「
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

を
開
催
し
、
町
が
今
後
10
年
間

に
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
考

え
、
そ
の
た
め
に
取
り
組
む
べ

き
こ
と
を
検
討
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
策
定
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
会
議
や
総
合
振
興
計

画
策
定
審
議
会
な
ど
の
会
議
で

計
画
を
練
っ
て
い
き
ま
す
。

４
月
22
日
氷
川
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
講
演

会
と
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。現
在
、
町

で
は
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る
「
第
２
次
氷
川
町

総
合
振
興
計
画
」を
策
定
中
で
す
。町
の
将
来
像
を
考
え
、
総
合
振
興

計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
ま
し
た
。

▲ワークショップで意見をとりまとめ




